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平成13年度

「
当
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
総
会
」

「

・

開
催
さ
れ
る
！
Ｌ

平
成
１４
年
３
月
１７
日

（日
）
於

大
宮
市
ソ
ニ
ッ
ク
ン
ア
ィ
ー

当
日
は
総
会
開
会

前
に
全
国
大
会
等
の

優
績
者
に
対
す
る
特

別
表
彰
、
市
町
村
、

功
労
者
に
対
す
る
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
事
業
並

び
に
決
算
報
告
、
事
業
並
び
に
予
算
計
画
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
た
が
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
引
き

続
き
提
案
さ
れ
た
、
規
約
規
定
に
つ
い
て
は
、
理
事
会

に
再
度
図
り
総
会
で
追
認
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
宮
崎
会
長
の
挨
拶
要
旨
は
次
の
通
り
。

本
県
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
発
展
は
め
ざ
ま
し

く
、
そ
の
組
織
的
取
り
組
み
は
県
内
市
町
村
数
の
ほ
ぼ

半
数
に
当
た
る
五

一
団
体
九
、
○
○
○
名
余
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
が
全
国
的
に
も
年
々
増
え
現
在
十
二

万
余
の
会
員
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
平
成
十
六
年
に
開
催
の
埼
玉
国
体
で
は
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し
て
県
内
四
会
場
、
述
べ

二
、
○
○
○
人
の
大
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
は
国
体
の
正
式
種
日
と
し
て

の
希
望
も
夢
で
は
な
い
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

ご
出
席
の
各
市
町
村
を
代
表
す
る
評
議
委
員
の
皆
様

に
は
夫
々
の
地
域
で
の
活
動
を
と
お
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
又
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

宮崎 義重会長

・」

づ
く
り
と
し
て
、　
．
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

．
、
平
成
卜
三
年
度
特
別
表
彰
、
功
労
者
表
彰

特
別
表
彰
　
七
名

（全
国
卜
位
、
関
東
ｌｉ
位
以
内
）

功
労
章
　
四
五
名

（市
町
村
協
会
長
推
薦
）

一
．、
総
会
議
題

１
、
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告

２
、
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
、
予
算

（案
）

３
、
規
約
の
補
則
に
つ
い
て

４
、
そ
の
他

決
算
報
告
、
並
び
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
別
表

１
、
２
を
参
照
願
い
ま
す
。

柳
璽
県グろ
ン謁
移
崎

今
年
も
新
緑
清
流
の
も
と

一、
一〇
〇
人
が
集
う

埼
Ｋ
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
り
は
今
年
も
水
郷
の

北
川
辺
町
、
渡
良
瀬
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
渡
良
瀬
遊
水
池
近
く
を
流
れ
る
谷
田
川
の
川
風
が

涼
し
さ
を
誘
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
の
プ
レ
ー
を
参
加
者

は
存
分
に
楽
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
大
会
は
県
協
会
会
員
の
自
由
参
加
で
年
々
参
加

者
数
は
増
え
て
お
り
、
誰
も
が
県
大
会
規
模
の
雰
囲
気

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
大
会
成
績
は
次
の
通
り

　

（二
四
ホ
ー
ル
）

曖
勝
　
竹
内
　
達
也

二
位
　
山
野
井
　
清

三
位

森

　

　

剛

四
位
　
中
沢
　
勝
夫

五
位
　
一品
橋
　
ア
サ

六
位
　
小
熊
　
　
昭

七
位
　
一凸
橋
　
光
秋

八
位
　
小
川
　
恭
ｒ

九
位
　
小
野
　
一二
郎

十
位
　
田
村
や
す
子

（幸
手
市
）
　

四
八
打

（幸
手
市
）
　

四
人
打

（北
川
辺
町
）
五
〇
打

（騎
西
町
）
　

五
〇
打

（熊
谷
市
）
　

五
〇
打

（吉
見
町
）
　

五
〇
打

（川
本
町
）
　

五
〇
打

（杉
戸
町
）
　

五
〇
打

（加
須
市
）
　

ｌｉ

一
打

（越
谷
市
）
　

五

一
打

開会式風景



期   日 :勾 容 会  場 備 考

4月 1日 ～
4月 30日

平成14年度 登録受付 県協会

4月 1日 ～
4月 30日

平成14年度 登録受付 (社)日 本協会

5月 6日 (休 )
予備 7～ 8日

県グラウンドゴルフ祭り
北川辺町
渡良瀬総合グラウンド 副聯

5り 111日 (上 )
12日

1級普及指導員
(マ スター)

回立オリンピック
センター

主催
日本協会

6月 1日 (土 ) 県協会理事会 ソニックシテイ

6月 3日  (日 ) 県レクリェーション大会 戸田市・競艇場
主催
県レク協

6月 中旬 会報発行 9300部

6119Ll(日 )祝日
1“ I1511(土 )18・ 19 驚;ワ番子免践表4勧

吉見町
ふれあい広場 雛聯7'127日 (土 )

～28日 (日 )
2級普及指導員

(ゴール ド)
福井県

主催
日本協会

7月 2711(土 )
～28日 (日 ) 士犠蝠

び 鬼怒川
今市市大谷川グリーンパーク

主催
県協会

8月賛:1管、生) 第10回関東大会
群馬県前橋市 敷島公園
陸上競技場補助陸上競技場

主催 |

日本1/Jl会

"“ L鰭 D々 言詞θワ実晟笑丞
ウンド 愛媛県松山市

愛媛総合運動公園
主催
日本協会

91128FI(」 1) 県協会理事会
さいたま市
中部公民館

10'15日 (土 )
～8日 (火 )

第15回 スポレク祭 広島市福山市
主催
文部科学省

10月 19日 (土 )
～22日 (火 )

第15回年リンピック福島
Jヒ本市
野球場。多目的広場

主催
厚生省

10月 27日 (日 )
予備ll月 15日 (日 )18・ 19 ワ醤号曇警響茶貪萱森ダ晶 二重県四日市市

主催
文部省

11月 8・ 9。 10日 全国レク埼玉大会
開会語F′ l而吾半

~ナ
県 レク

11月 中 会報発行 93∞割
`

平成15年 1月 18日 (1)
～19日 (日 ) 新春交歓大会 千葉県鴨川

主冊
県協会

2'1 15 Ll(二 L) 県協会理事会 さいたま市市民会館

3月 16日 (日 ) 平成14年度総会・表彰式 さいたま市ソニックシティ

(房1ヨ尋2) 平成14年度 事 業 計 画平成13年度 決算報告書

il撃1鰐T支総 亀繋fT皐藁易讐洲ち縦 含嗜留唯蹴認めます。
:大会積立金平成12・ 13年度 利息       会計監事 森田 浅雄 ①
合計金額 ¥600,084             野口 善吉 ①

２
０
０
２
年
（県
）新
春
大
会

優
勝

二
位

一
月
十
九
、
二
十
日

（
一
泊
二
日
）
　

一二
位

で
今
年
も
伊
豆
稲
取
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
　

四
位

リ
ー
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
変
／Ｖ
五
位

化
に
富
ん
だ
芝
生
コ
ー
ス
で
意
外
性

　

一ハ位

を
も
の
に
し
た
人
が
勝
利
を
収
め
る

ヾ

七
位

結
果
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
″
ｖ
八
位

＊
参
加
者
　
一二
一
四
人
　
　
　
　
　
　
　
九
位

大
会
成
績
は
次
の
通
り
矢
王
９６
ホ
‐
ル
）
　

十
位

筆
十
二
回

…
…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
‥

加
須
市
さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

。
「
こ
い
の
ぼ
り
、
手
打
ち
う
ど
ん
」

の
加
須
市
で
は
去
る
五
月
十
九
日

（日
）
、於

・
加
須
市
民
運
動
公
園
で
県
、

内
外
か
ら
参
加
者

一
、
〇

一
〇
名
と

す
る
、
第
十
二
回
加
須
市
さ
わ
や
か

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
次
の
通
り
（三
四
ホ
ー
ル
）

爆

三
Ｇ

武
志

実
許

）
錦

二
位
　
野
口
　
義
松

三
位
　
新
井
　
　
茂

四
位
　
岡
田
　
治
枝

五
位
　
黒
田
　
幸
男

六
位
　
真
田
　
咲
江

七
位
　
木
村
　
　
誉

八
位
　
城
島
　
敏
晴

九
位
　
篠
原
　
良
則

十
位
　
小
堀
ミ
チ
エ

桜
井
千
鶴
子

内
田
い
と
子

葬

髪

笠
原
　
利
彦

八
木
　
岩
男

山
辺
　
良

一

青
鹿
　
全
宏

小
川
さ
く
ら

小
松
　
　
準

林
　
　
充
司

（北
本
市
）
２０５
打

（北
本
市
）
２０５
打

Ｔ
一郷
市
）
２０５
打

（熊
谷
市
）
２０６
打

（熊
谷
市
）
獅
打

（深
谷
市
）
獅
打

（幸
千
こ

２０６
打

（北
本
市
）
２０６
打

章
加
市
）
２０８
打

笑

富

翻
打

（加
須
市
）
６６
打

（境
　
町
）
６７
打

（加
須
市
）
６７
打

（加
須
市
）
６７
打

（加
須
市
）
６７
打

（尾
島
町
）
６８
打

（加
須
市
）
６８
打

寒
日
駅十
）
６９
打

（北
川
辺
町
）
６９
打

ワッベンネーム

プロック大会・各協会



平成 14年度「埼玉県協会」並びに「日本協会」の会員登録が5月末日を以て締め切られ

ました。その結果 (県)9,768名 (対前年比641名増)、 また (国 )6,652名 (対前年

比600名増)となりました。

一一以下、市町村別登録者数は別表のとおリーー
(別表)

No 団 体 名 会長名 県出会【‖:人数1日精会脳思 No 団 体 名 会長名 県協会謝|メ激 日本幹職Al

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

・３

・４

・５

・６

・７

・８

‐９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

久喜市G.G協会

狭山市G.G愛好会

三郷市G.G協会

岩槻市G.G連盟

春日部市G.G連盟

大宮G.G協会

蓮田市G.G連盟

上尾市G.G愛好会

八潮市G.G協会

Jり |1町 G.G協会

行田市G.G協会

本庄市G.G愛好会

杉戸町G.G協会

加須市G.G協会

神川町G.G愛好会

熊谷市G.G協会

幸手市G.G協会

羽生市G.G協会

皆野町G.G協会

東秩父村G.G協会

越谷市G.G連盟

草加市G.G協会

自岡町G.G連盟

深谷市G.G協会

朝霞市G.G連合

北り|1辺町G.G連盟

小林 武夫
川田 信義
川上 トサ子

田畑 正昭
石山盛二郎

高桑 芳男
安崎 忠男
荒井 光市
臼倉 勝男
原口 栄吉
畑中 弘雄
金井 一二
森田 浅雄
宮崎 義重
桜沢丑太郎

四分一国夫

野川  保
植竹 國夫
豊田 信二
栗島 信一
山崎 忠則
鈴木 敏男
関根  浩
渋沢 英明
清水  准
野口 善吉

８８
８３
騒
９５９
・２５
２４７
５５
３３
５５
８０
・６７
２９
畑
６４２
６．
５７．
５３９
２２．
２．３
・４２
価

，４５５６２
３２６
８．
８０

８８
８３
・０５
３９６
４３
・２５
２５
３３
２６
６
２．
２９
４００
６４２
一
５７．
・０２
∞
３７
“
Ш

，４５５３２
３２６
８．
４０

|

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４．

４２

４３

４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５．

鷲宮町G.G協会

宮代町G.G愛好会

松伏町G.G愛好会

富士見市G.G連盟

川里町G.G連盟

大利根町G.G連盟

飯能市G.G連盟

長瀞町G.G協会

菖蒲町G.G協会

川越市G.G協 会

神泉村G.Gク ラブ

大井町武蔵野G.GI協 会

騎西町G.G連盟

浦和G.G連盟

小鹿野町G.G協会

妻沼町G.G協会

1し本市G.G協会

川本町G.G協会

荒川村G.G協会

栗橋町G.G協会

吉見町G.G協会

桶り|1市 G.G協会

戸田市G.G協 会

南河原村G.G連盟

三芳町G.G連盟

鈴木秋太郎

金子 豊次
倉持 充几
梶  新作
木日  要
岩井 進一
清水 邦男
小沢 清作
田中 英雄
大澤 一男
新井 高光
三上 佳志
正能 辰雄
君塚 六郎
千島 好春
森田  明
新井 秀夫
小川 重雄
新り|= 喜一

二見 静男
原国鉄太郎

村岡清之進

杉田 儀作
田中 保明
生田  実

・２

５

７０

２０

・２０

・２２

５３

７４

５２

２７５

４．

４９

２６４

２７０

３８

５．

２４３

・８０

１３

３９

２．

７３

２６

３８

４７

‐２
２
３０
２０
ｍ
ｌ７
・３
ｎ
５２
２７５
４．
４９
７２
７０
３８
５．
２０
８０
１３
３９
・５
７３
２６
３８
４７

合 計 9,768 6,652

ｒ
ぇ
る
六
月

一
日
　
（土
）
、

さ

い
た
ま
市

ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ー
に
お

い
て
第

一
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
事
項
が
協
議
決
定
さ
れ

た
。

（議
題
）

一
、
平
成
十
四
年
度
会
員

登
録
状
況
に
つ
い
て

二
、
平
成
十
四
年
度
夏
季

大
会
に
つ
い
て

三
、
上
級
指
導
者
認
定
試

験
及
び
上
級
指
導
者
研

修

・
交
歓
会
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

は
埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

社
規
約
に
つ
い
て

（
一
部
補
充

及
び
修
正
）

②
総
務
委
員
会

（専
門
委
員
会
）

規
定
に
つ
い
て

…
・・・協
議
結
果
…
…

一
、
に
つ
い
て

別
表
の
と
お
り

二
、
に
つ
い
て

開
催
日
時
　
エハ
月
九
日

（日
）

午
時
八
時
～

開
催
場
所
　
吉
見
町ふ
れ
あ
い
広
場

員
　
四
四
人
名

以
上
確
認

三
、
に
つ
い
て

開
催
日
時
　
七
月
二
七
～
二
八
日

（土

。
日
）

開
催
場
所
　
鬼
怒
川

下
今
市

参
加
基
準
　
新
規
受
講
者
は

一
市
町

村
十
二
名
を
基
準
と

し
会
員
割

と
す

る
。

既
資
格
者
は
三
年

に

一
回
若
し
く
は
六
年

に
二
回
の
参
加
を
義

務
づ
け
る
。

又
、
総
会
時

に
提

案

さ

れ

た

開

催

地

（県
内
開
催
希
望
）
に

つ
い
て
は
次
回
の
検

討
課
題
と
す
る
。

四
、
に
つ
い
て

副
理
事
長

（欠
員
補
充
）

深
谷
市
　
渋
沢
　
英
明

そ
の
他
　
規
約
、
総
務
委
員
会
規

定
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
る
。

第一回理事会開催される



隊
膨
釧
活
動
報
告

鰊
躍警
需
罐謗

陽
春
の
四
月
七
日
、
市
民
Ｇ
Ｇ
春
季
大
会
終
了

後
の
協
会
年
次
総
会
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年

度
の
活
動
計
画
が
決
定
さ
れ
、
三
七
〇
名
の
会

員
が

一
斉
に
始
動
を
開
始
し
た
。
新
世
紀
二
千

年
に
創
立
十
周
年
を
迎
え
た
当
協
会
は

一
つ
の

区
切
り
を
契
機
に
過
去
の
実
績
と
反
省
を
ふ
ま

え
会
の
組
織
と
体
制
を
見
直
し
、
大
巾
な
改
革

を
断
行
し
て
本
年
度
の
指
針
と
し
た
。

体
制
の
整
備
で
は
、
長
年
功
績
の
あ
っ
た
石

井
会
長
が
勇
退
し
新
進
気
鋭
の
若
い
リ
ー
ダ
ー

渋
沢
会
長
に
バ
ト
ン
を
引
継
ぎ
、
会
長
を
支
え

る
ブ
レ
ー
ン
の
役
職
の
人
事
の
変
更
と
行
動
力

の
伴
う
理
事
の
増
員
で
活
力
の
増
強
を
図

っ

た
。
組
織
の
強
化
で
は
区
域
別
グ
ル
ー
プ
の
整

備
と
核
に
な
る
理
事
の
選
任
、
情
報
の
伝
達
方

法
の
改
善
と
連
絡
網
の
整
備
、
隣
接
の
川
本
町

Ｇ
Ｇ
協
会
と
の
協
同
活
動
の
組
入
れ
に
よ
る
交

流
の
輪
の
拡
大
を
図

っ
た
。
施
設
面
で
は
念
願

の
専
用
グ
ラ
ン
ド
が
深
谷
市
当
局
と
関
係
者
の

努
力
に
よ
っ
て
旧
中
瀬
小
学
校
跡
地
に
造
成
さ

れ
、
過
日
盛
大
な
グ
ラ
ン
ド
開
き
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
年
度
も
盛
り
沢

山
の
行
事
計
画
が
決
ま
り
、
会
員
は
こ
れ
に
積

極
的
に
参
加
し
Ｇ
Ｇ
の
普
及
推
進
に
努
力
す
る

と
共
に
、
健
康
の
増
進
と
Ｇ
Ｇ
の
楽
し
さ
を
満

喫
し
、
交
流
の
輪
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
に
意
義
を
感
じ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
順
守
し
、

組
織
も
体
制
も
意
識
も
技
能
も
す
べ
て

一
流
の

実
力
集
団
を
目
指
し
て
躍
進
し
て
い
き
た
い
と

念
願
し
て
い
る
。

鰊
娼
市カロＧ唸
』‐‐‐奇の刈

市
協
会
は
創
立
十
八
年
目
を
迎
え
県
内
で
も
早

い
方
で
す
じ
あ

っ
と
討
う
間
の
年
月
で
し
た
。

そ
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
に
男
性
が
九
名
、
女
性
が

八
名
の
参
加
を
い
た
し
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
又
、
年
リ
ン
ピ

ッ
ク

に
も
二
名
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

今
は
ど
こ
の
市
町
村
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
と
思
い
ま
す
が
、
県
大
会
に
出
場
権
を
得
る

こ
と
が
大
変
な
時
代
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
皆
さ
ん
方
の
技
術
が
向
Ｌ
し
た
こ
と

で
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
加
須
市
協
会
は

会
長

・
副
会
長
以
下
理
事
二
十
名
、
監
事
二
名
、

評
議
員
四
十
二
名
か
ら
の
構
成
で
行

っ
て
お
り

ま
す
。
加
盟
支
部
が
三
卜
一
支̈
部
あ
り
二
月
末

現
在
で
市
、
県
、
国
の
登
録
人
数
が
六
二
五
名

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
何
人
か
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
よ
う
で
す
．

定
例
の
県
予
選
を
兼
ね
た
大
会
が
春
の
大

会
、
夏
の
大
会
、
更
に
秋
の
大
会
等
市
の
運
動

公
同
競
技
場
に
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。
四
月
二

十

一
日
に
行
わ
れ
た
春
の
大
会
に
は
な
ん
と
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
が
三
名
誕
生
し
、
ま
さ
に
嬉
し

さ
と
、
驚
き
で
し
た
。

ン

平
成
十
六
年
に
は
第
五
十
九
回
埼
玉
国
体
が

行
わ
れ
ま
す
。
加
須
市
で
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競

技
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
平
行
し
て
北
側

に

一
万
三
千
坪
の
競
技
場
を
造
成
中
で
す
．
全

面
芝
を
張

っ
て
快
適
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

楽
し
め
る
の
も
、
そ
う
遠
く
は
な
く
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
又
、
毎
年
行

っ
て
お
り
ま
す

〔さ
わ

や
か
大
会
〕
は
、

一
都
五
県
を
合
わ
せ
て

一
、

〇
四
七
名
の
選
手
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
五

月
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
只
今
準
備
で
大
忙

し
い
毎
日
で
す
。
加
須
は
な
ん
と
言
っ
て
も
名

物
は
手
打
う
ど
ん
で
す
（）
全
選
手
に
試
食
し
て

い
た
だ
き
ま
す
．
な
お
、
〈
′
年
の
関
東
大
会
は

群
馬
県
で
す
ｃ
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
り
ま
し

○
平
成
五
年
七
川
　
県
Ｇ
Ｇ
協
会
大
会
々
場

○
同
年
九
月
に
埼
葛
地
区
連
絡
協
議
会
主
催
の

Ｇ
Ｇ
大
会
々
場

○
平
成
七
年
十
月
十
五
日

・
十
六
日
の
二
日
間

県
協
会
の
要
請
に
よ
り
関
東
地
区
Ｇ
Ｇ
大
会

の
会
場
と
な
り
、
選
手
七
百
余
名
が
参
加
さ

れ
多
く
の
役
員
の
協
力
を
頂
い
て
盛
会
に
実

施
出
来
、　
一
番
良
い
思
い
出
に
残

っ
て
お
り

ま
す
。

○
平
成
十

一
年
二
月
に
十
周
年
記
念
式
典
を
行

い
、
十
ケ
年
の
功
労
を
表
彰
し
、
更
に
今
後

の
協
力
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

○
平
成
十
六
年
に
は
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
の

県
東
部
の
Ｇ
Ｇ
大
会
々
場
と
な
る
た
め
、
新

し
く
グ
ラ
ン
ド
を
町
で
造
成
中
で
す
。
構
想

と
し
て
は
人
コ
ー
ス
を
造
成
し
て
七
六
八
名

の
選
手
が
プ
レ
ー
出
来
る
よ
う
町
当
局
で
努

力
し
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
じ

大
会
実
施
に
当
り
ま
し
て
は
、
関
係
者
各
位

の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
普
及
指
導
員
の
必
要

性
は
十
分
理
解
さ
れ
、
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
何
時
ま
で
も
普
及
指
導
員
に
頼
り

過
ぎ
る
状
態
や
愛
好
者
に
対
す
る
過
度
の
干
渉

は
決
し
て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
一
人

一
人
の
自
主
自
立
の
精
神
を
育
成
す
る
と
い
う

人
間
形
成
の
意
味
で

「
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ト
や
エ

チ
ケ
ッ
ト
に
厳
し
く
人
に
優
し
い
」
指
導
員
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
　
鈴
木
敏
男

（草
加
市
）

よ

つヽ

じ鰊

杉
戸
町

森
田
　
浅
雄

当
協
会
は
県
協
会
結
成
に
よ
り
、
平
成
元
年

六
月
に
県
登
録
会
員

一
一
四
名
で
発
足
し
ま
し

た
。
そ
の
後
徐
々
に
愛
好
者
の
拡
大
を
図
り
、

現
在
十
五
団
体
二
九
八
名
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。練
習
に
つ
い
て
は
町
の
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
し

て
い
る
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
利
用
調
整
委
員
会
を

組
織
し
、
各
団
体
の
協
力
の
も
と
円
満
に
運
営

し
て
お
り
ま
す
。

協
会
主
催
行
事
と
し
て
は
、
会
員
が
各
グ
ラ

ン
ド
を
経
験
す
る
よ
う
順
廻
り
で
年
四
国
大
会

を
開
催
し
て
お
り
、
県
外
研
修
大
会
も
年

一
回

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
改
め
て
十
二
年
間
を
顧
り
み
て
、
列

記
い
た
し
ま
す
。

）

杉
戸
町
Ｇ
Ｇ
協
会
の
歩
み


